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20２０年度活動報告 ＜20２０年４月～20２１年３月＞

■フラッグフットボール認知活動
2020年度はコロナウィルス感染拡大防止により活動
が制限されました。その中でも活動できる範囲で加盟
店を中心に各所にて体験教室を実施しました。幼稚
園・小学校での指導回数は計19回、延べ体験参加
人数407名の参加者がありました。

■フラッグフットボール定着化活動
2020年度は新たなクラブの増加はなかったものの計
３４クラブ会員数計685名（2021年3月末時点）の会員
が継続してフラッグフットボールクラブの活動を行い
ました。コロナ禍で活動が制限される中、会員の減少
も懸念されましたが、大幅な減少もなく乗り切ることが
できました。

■フラッグフットボール活性化活動
2020年度は2021年3月20日にフラッグフットボール大
会を実施しました。緊急事態宣言下でイベントでの制
限がある中、大人数が一斉に集まることを避けるため、
２部制でチームを入れ替える形とし、感染拡大に細
心の注意を払って開催しました。
参加者数・・・149名

＜2020年度のクラブ加盟店会員推移＞

＜体験会開催数及び参加者数＞



20２０年度収支報告 ＜20２０年4月～20２１年3月＞

■収入の部

2020年度は、2019年度から運営体制が変更と
なったため、加盟店による加盟金収入が主な収
入となります。今年度は緊急事態宣言下で活動
できるクラブが減った影響で活動していないクラ
ブからの加盟金徴収を免除したことにより、売上
高は大幅に減少（昨年度対比５４％減）しておりま
す。その分、今年度は持続化給付金の需給をし
賄っております。

■支出の部

2020年度の支出としては、組織を運営維持する
ために必要な経費が主な支出になります。主な
内容としては通信費やシステム運営手数料、また
組織維持にかかる外注人件費が主な支出となっ
ています。

■当期収支

2020年度の経常収支は△1,485千円の損益となり
ました。また前期繰越収支差額金17,045千円を
合わせて、次期繰越収支は15,560千円となって
おります。

Ⅰ 経　常　収　入　の　部

1　事業収入

売 上 高 1,982,911

1,982,911

2　その他収入

雑 収 入 2,006,600

2,006,600

経　常　収　入　合　計 3,989,511

Ⅱ 経　常　支　出　の　部

１　事　　業　　費

業 務 委 託 費 3,000,000

3,000,000

２　管　　理　　費

旅 費 交 通 費 9,047

通 信 費 221,840

保 険 料 30,000

租 税 公 課 257,142

支 払 手 数 料 65,950

外 注 費 890,640

支 払 報 酬 900,000

雑 費 30,000

2,404,619

経　常　支　出　合　計 5,404,619

経　常　収　支　差　額 △ 1,415,108

Ⅲ その他資金収入の部

預 金 利 息 163

163                       

その他資金収入合計 163

Ⅳ その他資金支出の部

１　法人税，住民税及び事業税額

70,000

その他資金支出合計 70,000

当　期　収　支　差　額 △ 1,484,945

前 期 繰 越 収 支 差 額 17,044,998

次 期 繰 越 収 支 差 額 15,560,053
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